
救急専門薬剤師　専門申請書式５

氏名

＜記載要領＞

救急認定薬剤師としての5年以上の実績を記載してください。

救急認定薬剤師としての活動期間(年月数) 年 ヶ月

注） 上記の枠内に収まるように簡潔に記載してください。（フォントサイズ：11）

１．院内活動

  （院内における臨床活動、スタッフや学生または一般人に対する教育的活動を含む）

・薬学部実習生に対して、救命救急センターや救急外来での実習を行い、薬物療法、蘇生、医療機

器等について講義を行う。

・救命救急センターに実習に来る医学部生、看護学生に対しても、薬剤師の役割、薬物治療につい

て講義を行う。

・病院主催の市民公開講座で、市民に向け中毒に関わる講座を受け持つ。

・ICLSインストラクターとして、院内のICLSコースで指導を受け持つ。

・院内の緊急カートの標準セット薬について、医療安全部と協働して年1回、見直しと変更を実施し

ている。

2．院外活動

  （院外における臨床や学術活動、スタッフや学生又は一般人に対する教育的活動を含む）

・周辺地域の救急認定薬剤師や救命救急センター、ICU担当薬剤師で構成する研究会を立ち上げ、

年2回の会の開催を実施し、地域で薬剤師の育成をおこなっている。

・出身大学で救急集中治療における薬物療法の講義を担当し、薬学生から救急集中治療への興味を

持ってもらうようにしている。

・グループ病院であるため、グループの薬剤師会において救急集中治療の薬物療法について、情報

共有や指導をおこなっている。


